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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した工事に努めます。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

7 . 環境経営方針は、全従業員に周知します。

※課題とチャンスを踏まえて活動します。

環境経営方針

弊社経営理念である「住みやすいの土台をつくる」を環境経営理念にも掲げます
住みやすいとは勿論よい環境を意味します。より安全で安心できる空気や水、地球資源
を大切にし次世代に残せる環境を意識した取組を行う事で地域社会に貢献します！

　私共は昭和51年に創業し今年で46年目を迎えるまでに成長して参りました。
今日までの成長過程では、品質・安全を第一にお客様満足度の向上を目指し邁進して来
ました。
しかし私達がこの地で事業を行い生活し発展していく上で一番大事なこと（環境）につ
いて少し蔑ろにしてきたのではないでしょか。今後は品質・安全・環境を意識し改善に
努めなければならないと思っております。その為にもこのエコアクション21を取得し、
社員全員が環境について再認識し改善に努めそして弊社一丸となって環境整備、改善に
努め、より働き易くそして地球環境に配慮した構造物を作り上げ提供する事がこれから
の私たちの使命であり目標です。しっかりと目標を意識し達成出来るように勤め、未来
に繋げる、残せる企業になれるよう共に成長し発展して参りましょう。

2021年9月1日

代表取締役社長

制定日：

真鍋　考蔵
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名
共栄建設株式会社

真鍋　考蔵

（２） 所在地
本社 兵庫県多可郡多可町中区奥中952
倉庫 兵庫県多可郡多可町中区奥中塩坪963-5

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工事主任 桑村 直毅 TEL：0795-32-0675

担当者 経理・事務 真鍋　麻理 FAX：0795-32-2959

（４） 事業内容
・一般建設業   兵庫県知事許可（般―2）第352585号
【建設業の種類】　建築工事業
・特定建設業   兵庫県知事許可（特―2）第352585号
【建設業の種類】 土木工事業・とび､土⼯工事業・舗装工事業・塗装工事業・造園工事業・水道施設工事業

（５） 事業の規模

売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 2021年9月1日～2022年8月31日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 共栄建設株式会社
対象事業所： 本社

倉庫

　　

対象の活動：

□事業や製品（商品）の紹介

代表取締役社長　

14
60 400

・総合建設業

倉庫

2021年9月1日

合計
14名
460㎡

26380
本社

主な事業の紹介

公共工事

道路工事・橋梁補修工事・治山工事・河川工事（災害復旧・護岸工事）

下請け工事

建築基礎工事・建築外構工事

民間元請け工事

建築工事・基礎工事・造成工事・外構工事・その他土木工事全般

X0A0T
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□環境経営組織体制及び役割・責任・権限図（職制） 制定日：

環境管理
責任者

    環境事務局

□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

※1二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関電2020年の調整後の係数　

※2二酸化炭素排出係数 〃 関電2021年の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

※二酸化炭素総排出量には灯油を含む

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

×

〇

×

建設副産物の再資源化
率の向上

% 26% 38%
※2

※2　建設副産物再資源化率　97%　＝ 620108kg ／ 638108kg

行動目標（次項による）

95%
20

90%

42%

282,310

97% 40%

21.38
92% 90%

※化学物質は使用していません

環境に配慮した工事の
推進

2129.0

kg 403,300 362,970 638,108 322,640
基準年度比 90% 158% 80%

基準年度比 129%

一般廃棄物の削減 kg 8,040 7,638
基準年度比 95%

産業廃棄物の削減

評
価

98% 81%
自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 140,863 138,046 113,689
基準年度比 96%

145,302 142,396

（目標）

146,776 118,827

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

8,040 2,070
403,300

23 29

上記二酸化炭素排出量 kg-CO2

㎥

工事現場

97%
136,637

（目標）
2022年

139,445

135,229

7,236
116,789 140,898

2,070 7,477

4,261
（目標）

4,217

26% 93%

水道水の削減
㎥ 22.50

2023年

638,108

70%

95%

4,439

2020年度※1
2021年度※2
（9月～8月）

経理・事務

代表者
真鍋 考蔵

工事主任

2021年9月1日

kg

kg

現場代理人

項　目 2019年度

廃棄物排出量

4,350

96%

（実績）

二酸化炭素総排出量

0.35

総排水量

（基準値)
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年度比 98% 70%

3,101

2020年 2021年

kg-CO2

0.309

電力による二酸化炭素
削減

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版

管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素排出量削減

取組紹介欄

　

節電の呼びかけ

2020年
2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年
2021年

取組紹介欄

2020年

2021年

・アイドリングストップ

520

2,524 7,120

5月

・ 適正な速度で運転する
　　　→　法定速度を遵守する
・ 急発進、急停車を禁止する
・ アイドリンクストップﾟの推進

3,501

6月

6,9143,596

3,302

・急発進、急停車の禁止

2,465

9月 10月

全体的に目標が達成できた。受注状況、現場の遠近、外注等に
より達成率に変化がある。定期的に確認を行うことにより、社員・
協力業者への周知徹底しながら、目標達成に向け取り組んでい
きたい。また積載量やアイドリング・空ふかしなど運転技術の向
上を図っていきましょう。

7月 8月

4,577

数値目標

12月

3月
558 591 478 739
418 526 564 674

9月 10月

原単位目標 〇

1,483

・ 適正な速度で運転する
　　　→　法定速度を遵守する
・ 急発進、急停車を禁止する
・ アイドリンクストップﾟの推進

1,761 3,779 3,238

528

533 640 699 350 484
11月 12月

11月

941 891

達成状況

4,188 3,4274,090

367 471627

4,271 2,241

897

2,657 2,753 1,995 2,5814,478 2,627

2月 3月 4月

406

4,6944,675

△
〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月

1月 2月

590
1,059

885
1,242

○

12月11月

878 7451,074991 960

達成状況

〇

達成状況

数値目標 〇

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

4月 5月 6月 7月

・働き方見直しによる残業時間の短縮

取り組み計画

654
908 846

今期は新入社員の入社で作業効分担が進んだこともあり、残業
が減った為夜間の電気使用量の大幅な削減につながった。
引き続きしっかりと省エネを意識し環境改善・維持に努める事。

547 561 505 401
443 364

8月

7月6月5月4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

934

・不要照明の消灯 〇

・作業・業務の見直しによる効率化 〇

8月

8411,395 1,019 1,048 1,004

2月1月10月9月

903

△

3月

取組結果とその評価

0

500

1,000

1,500

2,000

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

200

400

600

800

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン（L) 2020年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

軽油（L) 2020年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

ゴミの分別

2020年
2021年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年
2021年

建設副産物の再資源化率の向上

86,160 20,440 16,790
17,410

14,020

3月 5月 6月
49,540 7,05019,990 39,57048,630

180

43,890
10月

・作業ミスによる廃棄量の削減
〇

・梱包材のリサイクル ◎

達成状況

数値目標 〇

180 180

×数値目標

9月 10月 11月

○
・ミスプリントの再利用

135

・分別の徹底

180

〇

16,400

建設副産物の処分については、ほぼ再資源化できている。今後
も継続して取り組んでいく。

236,61212,400

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月 8月
180

取組結果とその評価、次年度の取組内容

180135 180

6月5月

180

3月 4月

180 180
180 180

2月

7月 8月

180 6,060 180 180

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月2月11月

・リサイクル業者の開拓

180

達成状況

工事量の増加のために廃棄物も増加し、目標未達成となった。
仕事の内容によっても変動するので今後も分別を徹底する。

〇

27,010 16,140

○

○
・素材別ボックスの設置

・再資源化先の開拓

15,280

・分別の徹底

達成状況

0

数値目標 〇

180

12月

12月 1月

180 180 180

0

180

9月

1月

未達成が多い状態ではあるが、ごみの削減、分別など、意識で
き、達成できた。引き続き一人一人が意識して、ゴミの削減に取
り組んでいく。

19,026 75,740 108,730 24,990 6,800
20,860 97,930

0
△
0

0 0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年

0

100,000

200,000

300,000

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35

産業廃棄物（kg） 2020年 2021年
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取組紹介欄

 　節水ポスターの掲示

2020年
2021年

環境に配慮した工事の推進

課題を解決しチャンスを活かす取組

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限
車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等
解体工事、建設副産物
空気圧縮機、送風機

空気圧縮機
排水基準の順守
環境管理、品質管理　

2 2 1 1 2 2

遵守

遵守評価

遵守
遵守
遵守
遵守
遵守
遵守

評価としては目標未達成ではあるが節水に取り組めていた。
元々の使用量が少ないのでこれ以上の削減は難しいかもしれな
いが、一人一人が引き続き節水を意識しながら作業に取り組ん
でいく。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1
3月 4月 5月

3
2

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

4 4 3 4 2
2

2月 8月
2 2

6月 7月
2 2 42

達成状況

1 1
11月 12月

〇
数値目標 ×

水道水の削減

〇

9月 10月
1

1月

・作業ミスの防止 〇
・顧客クレーム削減

達成状況

従業員が増えたことで、作業効率の向上→残業削減→電気代削
減と良い成果に現れた。経験や技術が浅い者もいるが、従業員
同士互いに技術を伝えるなど会社全体で成長していきたい。ま
た、引き続き良い人材確保に取り組んでいく。

・企業PRによる顧客獲得 ○
・事業拡大のための資金調達、人材確保 △
・働き方改革 △

〇

・工事の効率化 ○

・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実施）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

〇

効率的な工事に努めるとともに作業ミスの削減により手戻しがな
いように注意した。また、現場周辺の清掃活動を実施している。
今後も継続して取り組む。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

道路運送車両法

・節水ポスターの掲示
・水漏れ点検の実施

・技術の継承 ○

適用される法規制

廃棄物処理法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項

道路交通法

道路交通法

遵守
遵守

騒音規制法

振動規制法

水質汚濁防止法

建設リサイクル法

0

1

2

3

4

5

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥） 2020年
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所

■参加者： ■実施内容：

■評価：地元消防団に在籍した過去もあって問題なく 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所
■参加者： ■実施内容：

■評価：流出防止には問題なく対応出来ている。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

吸着マットの取り扱いも問題なかった。

■実施状況の様子

工事現場での重機の給油中に油流出を想定して、油の流出を防ぐための訓練を実施。

土のうで囲み、吸着マットを敷き、油を吸着させ撤去。

汚染が最小限の範囲で済むようにしっかり対応できるよう、引き続き訓練を実施していく。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

本社倉庫・資材置場
真鍋、桑村、小西、白髪、三村、石塚、島
田、木戸口、岡山 ・流出事故対応、通報訓練

迅速かつ安全に消化活動が出来た。

真鍋、桑村、白髪、小西、三村、石塚、島
田、木戸口、岡山

令和4年5月10日 本社倉庫・資材置場

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

消火活動には問題なく対応出来ている。
消火器の取り扱いも問題なかった。
緊急時の連絡先を共通把握した。

2022年11月1日

工事受注内容、工事件数の増加により、目標値以上の結果となってしまいましたが、従業員全員が環境に
配慮しつつ安全な工事を心掛け作業に取り組めていたのではないでしょうか。
今後も、分別の徹底、節電、節水など環境に配慮した取り組みを継続して参ります。

令和4年5月13日（8：00～9：00）

9


	環境経営レポート

